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平成 26 年 6 月 14 日、福島大学 S 棟と M 棟において、環

境社会学会第 49 回大会をおこなった。全国から集まった約

120 名の学会員（非学会員を含む）が、自由報告および、本

大会のテーマである「ポスト 3.11 の環境社会学‐原子力災

害からの復興を考える」をもとに活発な議論をおこなった。 

 本大会の企画セッション・ラウンドテーブル、ミニシン

ポジウムは以下の題目でおこなった。  

 

企画セッション A「再生可能エネルギーによる地域の「開発」

を考える」  

企画セッション B「福島県の有機農家による放射能被害克服

の取り組み」」  

ラウンドテーブル「ともに悶え生きる「支援」～水俣と福

島をむすぶ～」  

ミニシンポジウムの講演「支援活動を介したラポールの形

成と法制度化に向けた発展的展開」（福島大学うつくしまふ

くしま未来支援センター、地域復興支援部門特任准教授  

佐藤彰彦氏）  

 

 


